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⃝表紙の写真⃝	画像処理手法による試験片そり変形測定の模式図，および熱応力解析用2次元軸対象FEMモデル　
曲率法による残留応力計測に際して，高精度な試験片のそり変形測定が必要となる．本手法では高精度かつ簡便なそり変形測定手法と
して，試験片側面画像の取得および汎用のプロットデジタル化ソフトでの数値データ化によるそり変形定量化手法を適用した．
HApコーティング試験片溶射後にHApコーティング層内で発生する熱応力を推定するため，汎用有限要素法プログラムANSYS（Release 
18.2）を用いて2次元軸対象FEMモデル（要素数2604，節点数8648）を構築し，伝熱ー静的構造連成解析による熱応力解析を行った．
詳細は研究論文P3-12を参照．

掲載済みの論文のうち最近のものは，（独）科学技術振興機構（JST）「科学技術情報発信・流通総合システム」（J-STAGE）にて
公開されていますので，閲覧ください．
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⃝表紙の写真⃝	AD法にて成膜したムライト膜の大気熱曝露前後における組織　
SiAlON基材上にAD法にて作製した厚さ15μmの緻密なムライト膜断面のSEMおよびEDX観察の結果．1573 Kでの10 hの大気熱曝
露では剥離は見られないが，30 hではSiAlONの酸化によるN2ガス等の発生に起因したムライト膜の剥離が生じた．膜厚30μmでは
100 hでも剥離は無かった．Si基材上のADムライト膜のように，膜中のAlの膜表面への拡散やSiの膜中への拡散は見られず，SiAlON
結合層はムライト膜の分解や変質層形成の抑制に有効なことが示された．詳細は研究論文P88-96を参照．	（横浜国立大学　長谷川　誠）

掲載済みの論文のうち最近のものは，（独）科学技術振興機構（JST）「科学技術情報発信・流通総合システム」（J-STAGE）にて
公開されていますので，閲覧ください．
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⃝表紙の写真⃝	溶射遺産第4号：日本コーティング工業㈱に存在するロケットブースターノズルへの溶射施工風景写真
1950年代，わが国で開発が進められていた固体燃料ロケットのメインブースターノズル及び補助ブースターノズルのスロート部には溶
棒式フレーム溶射でジルコニアがコーティング施工されていました．表紙写真（1965年頃）は，そのメインブースターノズルへの溶射
風景です．カッパ，ラムダ，ミューそれぞれのロケットブースターノズルに施工され，わが国初の人工衛星「おおすみ」の打ち上げを経て，
2000年頃のミッションまで採用されていました．詳細は本文P140ページ参照．（日本コーティング工業　吉岡寿扇）

掲載済みの論文のうち最近のものは，（独）科学技術振興機構（JST）「科学技術情報発信・流通総合システム」（J-STAGE）にて
公開されていますので，閲覧ください．
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溶 射 第57巻　第4号
2020年10月

一般社団法人 日本溶射学会
　特許法第30条の規定に基づく学術団体
本　　　　　部　〒577-0809 大阪府東大阪市永和2-2-29　永和ビル1号館4階
関　東　支　部　〒192-0397 八王子市南大沢1-1　東京都立大学　大学院理工学研究科
中　部　支　部　〒441-8580 豊橋市天伯町雲雀ケ丘1-1　豊橋技術科学大学　工学部機械工学系
西 日 本 支 部　〒594-1157 和泉市あゆみ野2-7-1　大阪産業技術研究所　金属表面処理研究部
九　州　支　部　〒890-0065 鹿児島市郡元1-21-40　鹿児島大学　工学部機械工学科

⃝表紙の写真⃝	溶射遺産第 5号　㈱シンコーメタリコンに存在する半世紀以上前の電気式溶射装置（1963年）及び自社開発した溶射装置
写真右が，今回，溶射遺産第5号の認定を頂いたアーク溶射ガンで，写真左に示す溶射遺産第1号をベースに更に改良を重ねたものです．
これらの溶射ガンを含め，1955年から1963年に自社開発したアーク溶射ガン計3台が，この度，（一社）日本機械学会からも「日本の
溶射技術を工業化したアーク溶射ガン」として「機械遺産」の認定を頂きました．この「機械遺産」は，歴史に残る機械技術関連遺産を
大切に保存し，文化的遺産として次世代に伝えることを目的に制定されたものです．今回の認定が，更に多くの方々に「溶射技術」の素
晴らしさを知って頂く機会になればと考えます．溶射遺産第5号の詳細は溶射前号第57巻第3号141頁，また，機械遺産認定について
は，本文180-181頁を参照ください．	 （㈱シンコーメタリコン　立石　豊）

掲載済みの論文のうち最近のものは，（独）科学技術振興機構（JST）「科学技術情報発信・流通総合システム」（J-STAGE）にて
公開されていますので，閲覧ください．
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